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　　　　　　　　　　　　　 大　井　次　三 　郎

　　　　　　　　　　　　　 吉　 井　　良　 三

　今夏 、 田中阿歌麿子 の 北 干島探險除と
一

所に 、 北干 島三 島の 植物 を採集して 廻つ

た とき 、 幌筵島の 南端に 近 い 武藏灣の漁場 の 附近 の 、 水 の 乾れて 了つ た泥沼の 上 に 、

一見 ツ
ヂク サ の 出來の 惡い もos や うな姿の ノ亅・草が ク ツ付 くや うに 生 え て 居た 。 よ

硯 る と ・・C・psU・・ の 樣子な ど ・ 檸 科の もの ら し而 で 、 こ櫨 これは とば勧 正鼻
の 小さ い奴に 三十分餘を費 して 集めて 歸 つ た 。 こ の 植物は、 そあ後同島の 擂鉢灣に於

七も發見 した が 、 此處で も漁場の 後方 の 、 沼 が用水 の ため に乾上 つ た處に 生 え て 居

た。

　調べ て見る と 、 之 は標題の 如 き學名を有する もの で 、 無莖で針状根出葉 を有する

が
憎蘇 は花序 姶 め て 一・・ ン チ 勵 ・ り・ 恐 ら くは 本邦帥 もの 蚋 で最小の 顯花

植物と思は れ る o

今 まで9産地 は ・ ア ジ ヤ で は 、 カ ム チ ヤ ツ カ 鴾 、 及び ト継 ク地 方で 、 9ピ千島

は第三 の 産地 で あ る 。 世界に お け る分布は 、

’
ヨ　一一ロ ツ パ で は廣 く．ス か ン ヂ ナ ヴイ ア

の 北端 よゆ ピ レ ネー山阪に 及び 、 北米大陸 で は 、
ア ラ ス カ ・ ラ ブ ラ ドル よ り・ カ レ フ

オ IV　＝ ア に まで 及 ん で 居るが 、元來の 性質は極地 性で あ る 。 　
’
　

．

　和名は種名 を考岱 、 同時に 子 爵に Dedicate す る意味に 於て 、 アカ マ ロ サ ウ と し

た v・
。　　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　　Subul母ria 　aquatica 　LINN・ Specr　Plant．（王753）　642 ； LINDM．　Svensk
F・ n ・・99・m 乱 （・9 ・8 ） ・74 ； 1‘luLTfOT　 FI・ r・ K ・mt ・h． ・ （・g・8） ・4S．−
H ・b・飾 吻 ・ 働 吻 li… P・… ・hi・ ・ R ・i・ha （J．・om ・i　e ・ R ．Y面
n ・606S）；Suribachi（J・・oHwl　et　R ・YosHII　n ・4739 ）．− New 　to　the 　Fiora
・6f 　Japan！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（J・Oti… tR ・Y ・rlH・・）・

メ マ ガ ヤ 蓬 ヌ マ ドゼ ウ ツ ナ ギ

大　井　次 　三 　郎

　樺太 で 初 め詑載 された Scolochloa　spiculoga 　FR ．　SCHM ．は ヌ マ ガ ヤ で な くて ドゼ ウ

ツ ナ ギ の 類で あ る事 を觀 した の で 稱 東京植物學雜誌 4S 卷 38・ 頁 （・g3・） で

C｝lyceria　spiculosa 　OHSVT と變更 して お い た・所が その 後露西亜 の 禾木專門家R （rSHEVITZ

か ら氏 の Reprint を貰 つ た が 、 それに よ る と既に 1929 年に 同 じ翦實を發見 して

G 】yce「ia　 spieulosa 　 BesmiV ・と改めて居 る の で 私の 紐 合せ ば全 く不用 に脇 して しま つ
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た．從つ て ヌ マ ドゼ ウ ツ ナ ギに は Glyceria　 spictilosa　 R 〔）SHEV ・が 正 しい ・此 の 理 由

か ら して 内地 の ヌ マ ガ ヤ に spiculosa の 種名は 用 ふ る 事 が 幽來ぬ の で や は ・り從來 の

japonicaの 名に 逆 もど りせねば な らな くなつ て しまつ た。

ホ ソ ノ ミ ヤ プ ラ ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大　井　次 　三 　郎

　先頃臺灣 に 族行 した とき蠱北の 近 くに あ る 七星 山 tc登 つ た票が あ る・そ の とき に附

近 の植物數種を生 きた ま N で 京都 に 邊 り・當教室で 栽増 して 居た もの 、 内 に 内地の ヒ

メ ヤ ブ ラ ン に似 て 葉が 細長 く・花序が 長 くて 花數 も多い 違つ ．た もの が あ つ た・本年開

花 したの で 新種 と して 記載する。

　　　　L．iriope　angustissima 　OMwl　sp ．　110v 。　　　 Perennis
，　foliis　sesqui ＿bi＿

P・dalibu・ a … vl ・en・ib・・ ri§id・ li・　angu ・・1・・im・ linearib・ ＄ ・ S− ・
，S・mm 　la・is

confertis
，
　al）ice　sensim 　angustatis

，
　supra 　elevato −tricostatis，　subtus 　5−8−nervis ，

margine 　superne 　scaberulis
，
　basi　vix 　angustatis

，
　scapo 　ex 　foliorum　fasciculo

s・ lltario　 ca ・ pedali　 erect ・ tenui　 c・mpress ・ancipiti 　 Iaevi　 I　mM 　 paul・

latiore　nudo
，　spica 　5− locm 　Iorfga　densiuscule　pluriflora，　axi 　angulato

Iagvi
，
　 bra¢ teis　 late　 ovatis 　 hyatini．s　 ca ． 1．5　mm 　longis　 sordide 　albidis ．

，
　 e

d・ rs ・ vi ・idi・・」・t・ti・・
fl・・ib・ ・ 2−5−・ i・ P・t・n

，
tib… ．P・dicell・ ．2− 3　mm 　 1… 9・

9・a・ili
・ ・up ・・ m ・di・ m ・・ti・・ 1・itg ・ ．b・・i　 b・・ct・・la ・rbi・ul・t・ m ・rPP・anacea

uninervi 　praedito， 1）erianth ｛i　 segmentis 　 6
，
　 patentibus　 ellipticis 　 ca ， 2mm

IongiS　mcmbranaceis 　sordide 　azureis 　obgolcte 　ullinel
・
vis

，
　margille 　alboscariosis

，

apice 　obtusissimis
，
　staminibus 　 6

，
　 filamentis　pallide　azul

’
eis 　subulatls 　 I　mm

longis．globosis，　 antheris 　 flavis　 glabris　 oblongis ： quam 　filamenta　parum
brevioribus

・
ovario 　depresse．910boso・　stylo 　stafpinibu ＄　aequilongo 　lineari

tereti　 sursum 　curvato ，　stigmate 　 truncato．　一一　 Hab ．茄 〃 〃 o ∫α ： m ，　Shichi『
seizan 　 ill　Taihokushu　σ・oHwl

，
　 cultivated 　in　the　Botanical　 Insti．tute ，

Kyoto 　Imper・Univers・）・

　　　　　　　　　　家菊の 原種 に 關す る植物分類學者 の 見解

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北 　 村　 四　 郎

　家菊の 原種に 關 して は古來多 くの 見解が あ り、近 年に於て も こ の 問題は輿昧を持

たれ・ こ の 方面 tc貴恥 研究が追加さ．れた。

　　こ s に 遞 べ る の に分類學者の 諸詮で 、
．主 と して L脚 NAEus 氏 以後現

．
在に 至 る まで の
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